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1 1ま じめに

2017年 改定された「保育所保育指針」では、保護者への支援が「子育て支援」と示され

た。子どもをとりまく環境が、少子化や核家族化、ひとり親家庭の増加などに伴い、大き

く変化 している。また、地域のつながりが希薄化 し、家庭における子育ての負担や不安を

感 じている保護者が増加 している。今回の改定で、ますます保育所の特性を生か し、保育

の専門性を有する保育者による支援を提供することが求められている。

こどもの生活専攻の学生は、保育所実習、幼稚園実習、施設実習等の実習を通して、保

育者の役割や子どもとの関わ りを実際に学んでいる。 しかし、学生の抱える就職後の不安

の一要因として、保護者との関わ り方が挙げられる。現状として、保護者の姿を理解 し、

子育て環境などについて、学生に学修させることは難 しい問題である。そこで、本研究で

は岡崎げんき館でおこなわれている活動に、学生が主体的に参加することによつて、学生

の意識の変容を明らかにし、岡崎げんき館での経験の重要性を示唆することを目的とする。

さらに、これからの保育者養成校における子育て支援活動の取 り組みについて検討する。

2 子育ての現状

図 1は、乳幼児の遊び相手をあらわしている。乳幼児の遊び相手は 「母親」がもっとも

多い。核家族化の状況の中で、子どもと一人で向き合 う母親は、「孤育て」に奮闘しなけれ

ばならない。母と子の密着度が高まり、「息がつまりそ うな子育て環境」に繋がりやすい状

況になっている。筆者が関わつていた、子育て支援サークルに参加 していた母親からの話

である。
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図 1 平日、幼稚園・保育園以外で一緒に遊ぶ相手
出典 ベネッセ教育総合研究所 「幼児の生活アンケー ト2015年 」1)よ り作成

・育児について教えてくれるが人がそばにいない。ネットからの情報にたよっているが、

情報が正 しいのか、間違っているのか、判断することができなくて、よリー層、悩む。

・ 自分の子育てが、育児書や雑誌通 りにうまくいかず不安になる。

・子育ての価値観を周囲から押 し付けられることがあり、ス トレスをとても感 じる。

・子育てのために、自分のや りたいことができない。社会から、取 り残 されてしまうので

はないかという不安がある。働きながら子育てをうまくやっている人が、 うらやましい

と思 うことが多い。

このような、保護者の多様な子育ての悩みを理解 し、対応するスキルを身につけること

も、保育者には求められている。 1994年 頃から、「子育て支援」という言葉が一般的にな
った。それまでに、保育所や幼稚園で、子育て支援をしていなかったわけではない。また、

子育てを支援するとい う行為は昔からあるものだ。例えば、困つたことがあれば、お隣の

家の人が助けてくれたり、近所のお年寄の知恵が役に立った り、悪いことをすれば注意 し

てくれる人が身近にいたりした。子育て支援は、新 しくできたものではなく、昔からあっ

た大事な要素を、新たなかたちでよみがえらせたことではないだろうか。

現在、様々な子育て支援が展開されている。少子化の進行や核家族の増加に加え、共働

き家庭の増加、離婚などにより家族形態が多様化 している。また、子育てに対 し孤立感や

負担感を感 じる保護者が増えている。こうした子育て家庭を支援するため、「子育て中の居

場所づくり」として、地域で子育て支援が盛んにおこなわれるようになった。学生が活動

を行つている岡崎げんき館 「子ども育成ゾーン」は、気軽に施設の方に子育ての相談がで

き、親子で過ごす身近な居場所となっている。
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3 岡崎げんき館 「子ども育成ゾーン」での取 り組み

(1)事前の取 り組み
。子育て支援について学ぶ

保育原理の授業 (1年生後期)で、学生は子育て支援について学ぶ。保育者は、日の前
の子どもとむきあうことのみでなく、子 どもの保護者に対する役割、子どもが生きている

社会に対する役割を担つていることを理解する。実際に、学生が地域で行われている子育

て支援活動について調べた り、子育てをしている人に話を聞いたりして、子育ての現状に

ついて、自分の考えをまとめ発表をする機会を設けた。

・岡崎げんき館見学

見学は、岡崎げんき館そのものの周知を

図るとともに、「子ども育成ゾーン」で行な

われている子育て支援の取 り組みを学生に

知 らせるためにおこなった。子育て支援 と

は何かを含め、どのような人が利用するの

か、利用者はどのような目的で訪れるのか

など、施設の方に話をしてもらつた。学生

は、各自のメモを参照 し、訪問した感想な

どをまとめレポー トを提出した。

・DVD視聴               写真 1 岡崎げんき館
母親たちの楽 しい子育て実現に、支援セ

ンターがどのようにかかわ り合っているのかを紹介 した「子ども家庭支援センターとは」

の視聴をおこなった。また、上級生が取 り組んだ岡崎げんき館活動の映像を見せ、活動イ

メージをもたせた。

(2)岡 崎げんき館 「子 ども育成ゾーン」活動内容

2016年度の活動は 10回 実施 した。前年度同様、夏休みと春休みの期間におこなった。
2016年度入学した 1年生は学生数が少なく、春休みの活動 (表 1)の みに振 り分けること

が可能であった。そのため、夏の活動はすでに経験 した上級生を募集 した。 1年生は、入
学後の 1年 を通 して学んだことを活動に生かすことができ、春休みの活動は有効であった。

ここでは春休みの活動を中心に報告をする。
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2月 9日 。手遊び 「とん とん とん」

・パネルシアター 「ひ よこちゃんのいいないいな」

・手袋シアター 「ピカチュウで遊ぼ う」

・大型絵本 「へん しん列車」

・ リズム遊び 「バスにのって」

2月 16日 。手遊び「ミッキーマウス」

・紙芝居 「こんにちは」

・パネルシアター 「山の音楽家」

・ リズム遊び 「バスにのって」

2月 23日 ・手遊び「ぐ―ちょきぱ―でなにつくろう」
。大型絵本 「ぴょ―ん」

・パネルシアター 「パングうさぎコアラ」

・手遊び 「とんとんひげじいさん」

・紙芝居 「まって～」

・ リズム遊び 「バスにのって」

3月 2日 ・手遊び 「一本と五本で」
。大型絵本 「の りものいろいろかくれんぼ」

・パネルシアター 「ひよこちゃんのいいないいな」

・ リズム遊び 「バスにのって」

・ゲーム 「ボウリング」

3月 9日 ・手遊び 「はじまるよ」

・大型絵本 「いつもいっしょ」

・紙芝居 「おんぶおんぶ」

・ リズム遊び 「バスにのって」

3月 23日 。手遊び「ぐ―ちょきぱ―でなにつくろう」

・大型絵本 「たまごの赤ちゃん」

・紙芝居 「おおきくおおきくな～れ」

・歌遊び 「バスごっこ」
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表 1 春休みの活動

(3)学生の感想 〈春休み :1年生 原文のまま記載 )

。本当に喜んでくれるか心配だつたけど、お母さんと子どもが一緒に楽 しくやつている様

子を見て うれ しくな りました。「バスにのって」の時、お母さんたちがの りのりだった

ので、びつくりした。先生からげんき館の話を聞いたときはや りたくないと思ったけど、

活動に参加 してまたや りたいと思いました。

・とても緊張した。もっと子どもがよってきてくれると思っていたが、お母さんから離れ

ない子どもが多かった。活動の時は、友達と一緒だったからよかったが、自由時間の時

は何をしていいのかわからなかった。私は、お母さんと子どもの様子を見ることしかで

きなかった。せっかく遊びに来ているのに、お母 さんから離れない子どもや、元気に遊
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んでいる子どもがいた。色々な子どもの様子を見ることができたので、見ているだけで

勉強になったような気がする。

・ 授業で見た DVDで 、子 どもとどうやって遊べばいいのかわからないお母さんがいました。

げんき館に来ているお母 さんの中にもそんなお母 さんがいるかもしれないと思って計

画を立てました。手遊びをしているとき、お母さんが写真や動画を撮っていました。子

どもが楽 しんでいる様子を見ているお母さんは幸せそ うで、ニコニコ笑っていた。

・どんな感 じになるのか、わからなくとても不安だったが、どうにか計画通 りに活動がで

きてよかった。自由時間の時、お母さんたちが優 しく声をかけてくれたので話ができた。

げんき館にはよくきますか 'と 質問したら、お母さ
ん同士で話をする場所になって、こ

こにきてス トレスを発散 しているそ うだ。

1年生は 6グループに分かれて、岡崎げんき館 「子 ども育成ゾーン」で取 り組む活動内

容を計画 し、自主練習を重ね、活動 日を迎える。活動 日は、げんき館に 10時 に集合、11

時までリハーサルをおこない、11時過ぎから「愛知学泉大学のお兄さんお姉さんと遊ぼ う」

の活動が始まる。げんき館に集まってきた学生の表情は、とても緊張している。学生にと

って、保護者も一緒に参加する場での活動は初めての経験である。なかには、初めて乳幼

児とかかわる学生もいる。 しかし、親子が積極的に活動に参加する姿を目の当たりにした

途端、学生の表情が豊かになる。 リハーサルでは見ることができなかった、生き生きとし
た表情で、学生は親子とかかわっている。上記に報告 した学生の感想に見られるように、

学生は経験によって体得 し、学びを深めている。そ して、練習以上の力を発揮する。親子

と直接的にかかわる体験のなかで、一方的な学生の成果発表の場ではなくなる。学生の意

識のなかに、参加する親子のことを考慮 しながら、活動内容を計画することが重要である

ことに気づいていく。また、子育てをしている保護者にとって、気楽に子ども連れで出か

ける場があることは心強いことだと、活動を通 して気づいている。げんき館で、実際に親

子と触れ合い、親子の姿を見て得 られた経験である。

4 今後の とりくみ

こどもの生活専攻の学生は、4年間
の学修を通 して、子育て家庭への支援

が保育者に欠かせない職務として位置

づけられていることや、支援活動を行

う社会的背景について理解 して卒業す

る。また、知識として子育てにともな

う不安感や孤立感の現状は理解 してい

る。 しか し、理解するだけではなく、

その実態を学生に体感 して欲 しいと筆

者は願っている。

2017年度からは、岡崎げんき館の活

動「学泉のお兄さんお姉さんと遊ぼう」 写真 1 岡崎げんき館にて 「こまを作ろ う」
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だけではなく、学生主体で活動をおこな う機会を増や している。写真 1は、岡崎げんき館

の夏祭で、3年生の学生が計画を立て、活動をおこなった。参加 した学生のなかには、失
敗を克服するため再挑戦 した学生もいた。また、保育実習等を経験 した学生のなかには、

もっと子どもとかかわりたいと夏祭 りに意欲的に参加 した学生もいた。意欲的な学生のた

めにも、今後は、岡崎市の総合子育て支援センターや、認定こども園でおこなわれている

子育て支援活動などにも、活動の場所を広げ、保育者を目指す学生が、実際に子育て支援

の活動に携わる活動を増や していきたい。

小原、中西、直島 (2016)の 研究によると、「全国指定保育士養成施設 565校 (平成 25

年 4月 1日 時点)を対象に、キャンパス内で行つている子育て支援活動の実施形態や内容、

学生の参加形態や活動の内容等の実態調査を実施 した。まず明らかになったことは、回答

した 189校の うち、約 7割の保育者養成校が何 らかの子育て支援活動を行っている実態が

示されたことである」
2)。 この調査結果から、多くの養成校が子育て支援活動を行ってい

る実態が明らかになっている。本学においても、教員、学生だけではなく、附属幼稚園や

地域が一体となった子育て支援体制の構築を目指 したい。 (図 2)そ こでは、子育て家庭ヘ

の支援のためだけではなく、地域 との交流や貢献にもつなが りができるのではないだろう

か。また、多岐にわたって、学生が学修することこそが、実践的な子育て支援力を育む近

道だと考える。このように、子育て家庭 と地域の住民、そ して大学が協力 し合って、子育

て支援活動をおこな うことによって、学生がいつでも活動できる環境を提供できたならば

理想的である。実践的な子育て支援力を学内で修得できる「子育て支援体制」を目指すた

めにも、今後も試行的な取 り組みをしていきたいと考える。

●

図 2 大学を拠点とした子育て支援イメージ図

附属幼稚国 地域 の方 々

地域子青センター

大 学

0n

老人会 婦人会 自治会

■

■

）

＾

24

● ■ ●

1



引用文献

1)ベネッセ教育総合研究所 「幼児の生活アンケー ト2015年  平日、幼稚園・保育園以
外で一緒に遊ぶ相手」http://berd.benesse.Jp/research/(閲 覧 日 2017年 10月 30

日 )

2)小原敏郎,中西利恵,直島正樹,石沢順子,三浦主博 :保育者養成校がキャンパス内で

行っている子育て支援活動に関する調査研究『 共立女子大学家政学部紀要』

62,153-163(2016)

参考文献

澁谷由美,古川洋子 :「“子育て支援"に関するとりくみ (1)―養成校の現状―」『愛知学

泉大学・短期大学 研究論集』48,59-66(2013)

阿部和子,梅田優子編著 :『保育者論』萌文書林 (2012)

神田伸生,高橋貴志編著 :『子どもの生活・環境・遊びに向き合う』萌文書林 (2013)

25


